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 要  旨 
近年，高速無線通信技術が注目されている中で，Wireless Local Area Network(WLAN)は，従
来の IEEE802.11a,b,g を始め，さらに大容量伝送が可能な IEEE802.11n の標準化が進められる
など，ユビキタス社会を支える有力なツールの一つである．WLAN に用いられる受動フィルタ
は通過帯域において低挿入損失であることはもちろん，Bit Error Rate(BER) の改善などの点か
ら通過帯域外において十分な減衰量をとる必要がある． 
本論文では，WLAN の利用周波数帯を 1 つの入力に対してそれぞれ出力するダイプレクサ及
びダイプレクサとスイッチを組み合わせ，無線 LAN 機器のフロントエンドを模擬した回路を実
現することを目的とする．具体的には，始めに結合線路構造を基本構成とし，阻止帯域内に減衰
極を実現することが可能な 2.4 GHz 帯を通過帯域とする Lowpass Filter(LPF)，5 GHz 帯を通
過帯域とする Highpass Filter(HPF) をそれぞれ構成した．次に伝送線路を用いた整合回路を検
討し，各々のフィルタを組み合わせた際に生じる相互のフィルタからの影響を低減した．そして
整合回路と各フィルタを組み合わせることによってダイプレクサを構成した．また，最終的にダ
イプレクサとスイッチを組み合わせた回路を構成し検討を行った．構成した各回路の伝送特性は，
3 次元電磁界シミュレータ(AnsoftHFSS ver.11： Ansoft 社) を用いて計算を行い，試作実験に
よる検討も行った． 
これらの検討結果より，構成した各フィルタは阻止帯域内に減衰極を有し，通過帯域内におい
ての挿入損失も良好であることを確認した．また，ダイプレクサについても一方の通過帯域が他
方の阻止帯域になっている周波数で十分な減衰量を確保できていることを確認した．さらにダイ
プレクサとスイッチを組み合わせることにより，特性に改善の余地はあるものの無線 LAN 機器
のフロントエンドを模擬した回路を実現した． 
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